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実験の概要(*3)： 

近年我々のグループにおいて、側鎖に光学活性置換基を有するらせん高分子ポリ（キノキ

サリン-2,3-ジイル）が、溶媒に依存して主鎖らせん不斉が反転することを見出している。一方

で、反転現象に関する詳細なメカニズムは未だ明らかになっていない。本実験ではポリ（キノ

キサリン-2,3-ジイル）を重水素化有機溶媒に溶解させ、小角中性子散乱（SANS）測定によっ

て溶液中での高分子構造を決定することで、反転メカニズムの解明を目指した。様々な光学活

性側鎖を有するポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）を合成し、重水素化 n-オクタン、重水素化イ

ソオクタン、重水素化シクロオクタン中に溶解させて SANS 測定を行ったところ、主鎖らせん

構造の反転に伴って SANS パターンが変化することが分かった。さらに、温度に応じてらせん

反転を示すポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）について、温度可変 SANS 測定を行ったところ、

温度によっても SANS パターンが変化することが確認することができた。 
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